
「新型コロナウイルス感染症の影響で
様々なイベントが中止になる中、卒業生に
なにか思い出を残してあげたい」と 3年
生の保護者などが中心となって協議を重
ね、屋外でできる大凧上げが企画されまし
た。晴天の中、3年生総勢 43 人で手作り
した凧が、大空高く舞い上がりました。生
徒たちは「コロナ禍でも、保護者の方々が
自分たちのためにイベントを企画してくれ
たことに感謝しています」と話しました。
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令和3年度 石岡市の予算（P4～9）令和3年度 石岡市の予算（P4～9）

　昨年の初登庁から、あっという間に一年が経ちまし
た。未曽有の新型コロナウイルス感染症対応もあり、
こんなにも市役所の現場は多岐多様な対応が必要であ
るものかと感じております。
　その間、常に市民目線で寄り添おうと職員の先頭
に立ってきましたが、皆さんには届いているでしょ
うか？
　コロナ禍で、様々なイベントが中止になってし
まったことで、皆さんの声を直接聞く機会が減って
しまい残念に思っています。一方「市長へのたより」
やホームページ、感染症対策を講じて開催した「市
長と語ろう会」等で様々なご意見を伺い、すぐに対
応できることについては、速やかな対応を心がけて
きました。
　また、折にふれて、職員に対しては、法令遵守と
市民に誠実さをもって寄り
添うことの大切さを訓示し
ています。
　これからも積極的に皆さ
んの声を聴く市政運営を
行っていきたいと思います。


